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要 旨 
本稿は、日本国内外における日本語多読研究の広がりと動向について扱った基

礎研究である。まず、多読の実施方法という観点から新たに多読活動のタイプを

8 つに細分化した。また、いつどこで多読を行うのかという活動形態をまとめた

上で、活動の特徴を自律性の観点を加味して整理した。最後に、近年の先行研究

で扱われたトピックを特徴別に分類した。その結果、日本国外における研究の活

発化、言語面以外に着目したトピックの増加、図書館との連携などに関する研究

が増加していることが明らかになった。さらに、今後の多読研究の方向性を示す

トピックについても整理を行った。 

 

１．はじめに 
多読（Extensive reading）は、精読（Intensive reading）に相対する読みのスタ

イルとして考えられていることが多い（深田他 1991、熊田・鈴木 2013）。一方

で、英語多読研究である中村（2012）では、多読と精読は相互に対立する概念で

はなく、相互補完的な役割をもつ指導・学習方法であることも指摘されている。 

現在、日本語多読をはじめ、第二言語における多読研究の柱になっているのは、

Day & Bamford（1998）の研究である。彼らは多読アプローチの 10 の特徴3を挙

 
1 神田外語大学留学生別科講師。 
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3 ①学生は出来るだけ多く読む、②広範囲な話題に関する多様な教材が用意されていること、③学生は

自分の読みたいものを選ぶ、④リーディングの目的は、通常、個人の楽しみ、情報、一般的な知識と
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げ、多読が第二言語クラスにおけるリーディング指導の重要な部分を占める、と

いう仮説を立てた。そして、第二言語における多読の有効性を調査した実証研究

をまとめ、リーディング能力、学習意欲、語彙力、言語能力、ライティング能力、

スペリング能力等の領域での有効性を説いた。また、主に授業で多読を行う時に

使うアクティビティ集（Bamford & Day 2004）も作られている。 

近年、日本語多読に関する報告は急激に増加しているものの、実践の広がりに

より、多読に対する方法や考え方は多様化している。日本語多読研究に関する基

礎研究としては、高橋（2016）が主に 2010 年代前半までの日本語多読研究を整

理している。しかし、最新の研究を網羅しながら基礎研究を進めていくことは急

務である。そこで本稿では、主に 2010 年代後半以降の先行研究を概観し、同分

野の研究の広がりと動向について述べる。 

 

２．多読活動の分類 
２．１．実施方法から見た活動の８タイプ 

高橋（2016）では、実施方法から見た多読活動の進め方が 4 タイプに分類され

ている。本稿では、新たな先行研究を加えて多読活動の分類を見直し、8 タイプ

に細分化を試みた（表 1）。 

 

 

 

 

 
関係している、⑤リーディングとは、ただひたすら読むことによって報われるものである、⑥リーディ

ングの教材は、語彙と文法の点で十分、学生の言語能力の範囲内であること。リーディングの途中、

辞書の使用は最少であること、⑦リーディングは、教室内では学生のペースで個人的に静かに行うも

のである。教室の外では、学生自身が時と場所を選んで行なう、⑧リーディングの速度は、通常、遅

いというよりはむしろ速い、⑨教師は学生にプログラムの到達目標を明示し、手順の説明をし、学生

がそれぞれ何を読んでいるのかを把握し、このプログラムから最大限学べるよう指導する、⑩学生に

とって、教師は読者としての手本である（Day&Bamford 1998 桝井監訳 2006: 9-10） 



 

国内外における日本語多読研究の広がりと動向 

255 

表 1 多読活動のタイプ 

多読活動の 8 タイプ 高橋（2016）の分類 

1）学習者決定型（多読用読みもの不使用） 
①小説・新書型 

2）支援者決定型（小説・新書利用） 

3）支援者決定型（多読用読みもの等利用） － 

4）Day & Bamford 型 － 

5）NPO 型 ②NPO 型 

6）NPO 修正型 ③NPO 修正型 

7）自由読書型 ④自由読書型 

8）その他 － 

 

現在広く使用されている多読用読みものの作成が始まったのは、2001 年

（Raynolds 他 2003）のことである。そのため、多読用読みものが普及する 2000

年代後半までは、1) 学習者決定型（多読用読みもの不使用）と 2) 支援者決定型

（小説・新書使用）の 2 つの活動タイプが見られた。なお、高橋（2016）では、

小説・新書型として分類されていたものである。 

 

1）学習者決定型（多読用読みもの不使用） 
学習者が興味を持ち、読みたいと思う分野の読みものを自分で選んで読むこと

ができる活動が当てはまる。読みものは好きなタレントのエッセイ、趣味の本、

内容をだいたい知っている母語の翻訳で読んだことのあるドラマのノベライズ本、

子供向けの本など（国頭・八田 2008）や、新書（池田 2008 など）が使用される。 
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2）支援者決定型（小説・新書利用） 
このタイプは、支援者が小説や新書などの読みものを限定し、多読活動を実施

する形態である。研究は 2000 年代前半、中盤に見られる（池田 2003、福本 

2004、江田他 2005）4。 
3）支援者決定型（多読用読みもの等利用） 

2010 年代になると多読用読みものの普及が進んだ。それに伴い、教師やボラ

ンティアなどの支援者によって、多読用読みものが使用されるようになった（例

えば、高橋 2012、Nakano 2016a; 2016b）。その他、読解教材の読みものが利用

された実践（橋本 2019）も見られる。 
4）Day & Bamford 型 

このタイプは、前節で述べた Day & Bamford（1998）が提唱する多読アプロー

チの10の特徴を実施方法に採用している活動である（例えば、Leung 2002、松井 

2015）。 
5）NPO 型 

日本語多読研究会（現 NPO 多言語多読）が提唱した多読の 4 つのルールが採

用されている活動である。この 4 つのルールとは、1. やさしいレベルから読む、

2. 辞書を引かないで読む、3. わからないところは飛ばして読む、4. 進まなくなっ

たら、他の本を読む（粟野他 2012）であり、2012 年以降、このタイプが用いら

れた研究がこれまで最も多く報告されている。 
6）NPO 修正型 

前述した NPO 型で使用されている 4 つのルールを修正した活動や、新たに

ルールが追加されている活動5が当てはまる。 

 
4 例えば、江田他（2005）では、①教師が短めで読みやすいと判断した短編小説を選ぶ、②全員で同じ

作品を一定時間読む、③全員であらすじの確認、語彙の確認等を行うという進め方が採られている。 
5 例えば、できるだけたくさん読むこと（二宮・川上 2012）や、95％のことばがわかること、辞書の

使用はどうしても必要なことばのみに全部読んだ後に引く等工夫すること（二宮 2013）が挙げられ

る。 
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7）自由読書型 
このタイプは、授業時間内にどんな文章をどのように読んでも良いという方法

が取り入れられている活動である（熊田 2012、熊田・鈴木 2013; 2019 など）。 
8）その他 

魚住・高橋（2017）6や、坂野（2019）7のように、上記 7 タイプに当てはまら

ない活動も認められる。さらに、数野・嶋原（2018）8のように、複数の活動タ

イプを併用した実践も報告されている。また、具体的な活動方法に関する記述が

見られないものも増えてきている。 

総合すると、多読の「広義」の意味として「大量に本を読む」という点に関し

てはおおむね一致しているが、統一した見解が見られるわけではない。その理由

として、各々の研究者が、多読活動実施の際に定めた実施目的や多読のルールに

基づいた「狭義」の定義づけを行っていることが考えられる（高橋 2016）。ま

た、特に日本語多読の分野では、多読を単なる学習方法として捉えることから、

粟野他（2012）以降、「楽しさ」を加味した方法を採る実践が増えている。 

 
２．２．多読活動の３形態 

次に、多読をいつ、どこで行うのかということに着目してみると、表 2 のとお

り 3 つの形態に分けることができる。 
まず、①授業内多読活動は、多読が必修授業または選択科目として、授業時間

全体あるいは一部で行われる形態である。大学や日本語学校のカリキュラムとし

て行われる多読授業やボランティア教室の時間内に行われる多読活動は、この形

態にあてはまる。また、多読活動のみで単位を出す独立授業と、通常の一斉授業

 
6 1. 多読は読むことに慣れるためのものである。2. できるだけたくさん読む。3. 自分のペースで読

み、全編読み終わらなくてもよい。4. 分からない言葉は飛ばし、文脈を推測しながら読み続ける。5. 
読解力を調べるものではない。6. リラックスして楽しんで読む。 

7 辞書無しで読めるやさしい本をたくさん楽しく速く読むこと、既知語率90％以上のものを選ぶ、すべ

り読みをしないこと。 
8 ③支援者決定型（多読用読みもの等利用）及び④NPO 型の両方が報告されている。 
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の一部に取り入れられる場合がある。先行研究としては、この形態を扱ったもの

が最も多く見られる。 

次に②授業外多読活動は、授業外の課外活動等で多読が行われる形態である。

例えば、有志で始めた多読クラブ9が当てはまる。学習者自身の都合や好みに合

わせて参加することができる。 
最後に③自律的教室外多読は、教室外の場面において、学習者自身が時間、場

所や方法、読みものを決めて自律的に多読を行う形態である。例えば、放課後に

家で、多読活動内にて借りた図書や、参加者本人が図書館や書店で入手した図書

を①授業内多読活動や②授業外多読活動で学んだ方法、あるいは（及び）学習者

が設定した方法を用いて読むことが挙げられる。 

 

表 2 多読活動の 3 形態 

活動形態 特徴 

①授業内多読活動 教育機関の必修科目または選択科目として開講され、

授業時間全体あるいは一部で多読活動が実施される形

態 

②授業外多読活動 授業時間外の課外活動やクラブ活動等として多読活動

が実施される形態 

③自律的教室外多読 教室外で、学習者が自律的に多読を行う形態 

 

その他、近年の研究で特徴的なのは、上記の 3 形態のうち、2 形態を同時に扱

った研究が 2010 年代後半に増加した点である。例えば、①授業内多読活動と②

授業外多読活動を扱った研究10、①授業内多読活動と③自律的教室外多読を扱っ

 
9 NPO多言語多読が主催するオンライン多読クラブのように、オンライン上で授業外多読活動を運営す

る機関も増えている。 
10 池田（2018）、畠中・東（2019）、Nishigai & Kobayashi（2019）、山内他（2020） 
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た研究11、さらに、②授業外多読活動と③自律的教室外多読を扱った研究12が複

数報告されている。 
 

２．３．自律性から捉えた活動の特徴 

前項では、活動時間、場所等によって 3 つの分類化を行ったが、各活動の目標

や環境整備などは誰によって決定されるのだろうか。高橋（2016）では、多読活

動 3 形態の特徴として、学習者の立場から活動の細目における決定権の有無が整

理されている。また、高橋（2018b）では、支援者の視点を交えた考察が追加さ

れている。本稿では、学習者の自律性を勘考し、精読13と上記で示した多読活動

の 3 形態に当てはめた。その上で、新たな先行研究の知見を踏まえて検討を行い、

多読で行う具体的な活動決定権の所在について改めて考察した。 
まずは自律性について、学習者オートノミーの知見から整理したい。Benson

（2011:61）は、自律した学習者を「学習管理、認知プロセス、学習内容という 3

つのレベル14で自身の学習をコントロールできる学習者」と定義づけている。ま

た、Holec（2009）では、言語学習で幅広く実践されている自律学習には、学習

者の参加を伴う教授型学習と、学習が完全に学習者のコントロールの下に置かれ

る非教授型学習の 2 つのパラダイムが存在し、上記 2 つの境界に位置する形態も

存在すると言及されている。ここでは、上述した両者の知見と、Dickinson

（1987）、Umino（2005）の学習者オートノミーの実践形態を検討するための枠

 
11 中野（2013）、魚住・高橋（2017）、Tabata-Sandom（2017） 
12 例えば、高橋（2018a; 2018b; 2019b） 
13 精読に関する決定権については、Day & Bamford（1998）（桝井監訳 2006:155）が整理した精読の特

徴を参考に検討した。①授業の目標：厳密に読む、②読む目的：翻訳する、設問に答える、③焦点：

単語と発音、④読む教材：難解なものが多い、教師が選択する、⑤読む量：多くない、⑥読む速さ：

遅い、⑦読み方：最後まで読み終える、辞書を使用する。 
14 学習管理（（1）目標設定～（5）実施内容が該当）は、学習者自身によるタスクの目的決定、タスク

のために取る方法の選択、タスクを行うペースや時間のモニター、またタスク完成後の成果評価など

メタ認知に関わるものである。認知プロセス（（6）読み方が対応）は、情報処理の過程に関わるもの

で、言語資料の分析・統合、ルールの推測などの学習ストラテジーも含まれる。最後に学習内容（（7）
読みもの選択が該当）は、教材選択等を通じた学習内容のコントロールに関わるものを指す。 



神田外語大学紀要第34号 

The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 34 (2022) 

260 

組みを参考にし、まず、活動中に決定権を有しうる細目を作成した。細目は以下

の 7 つから成る。順に、目標設定、読みの実施、環境整備、実施に対する評価／

ふりかえり、実施内容、読み方、読みもの選択である（表 3）。 

 

表 3 自律性の度合いの観点から見た多読活動の特徴 

項目／活動 精読 
多読 

①授業内 ②授業外 ③自律的 

（1）目標設定 TF/P TF/P TF/P P 

（2）読みの実施 TF TF/P P P 

（3）環境整備 TF TF TF P 

（4）実施に対する 
 評価／ふりかえり TF/P TF/P P P 

（5）実施内容 TF TF TF/P P 

（6）読み方 TF TF/P TF/P P 

（7）読みもの選択 TF TF/P TF/P TF/P 
※TF：支援者 P：参加者（学習者） 

 

それぞれの決定者は TF 及び P で表されている。TF は活動の支援者である教師

（Teacher）やファシリテーター（Facilitator）、P は、多読活動の参加者

（Participant）、つまり学習者を表す。例えば、①授業内多読活動の際には、支

援者が（1）目標設定を行う場合が多いと考えられる。他方、纐纈（2015）では

学習者主体の多読においては、ゴール設定を通じて何を学ぶかを学習者が決定す

るという報告もされている。よって、支援者と参加者（学習者）の両者が決定権

を持つと考えられ、ここでは“TF/P”と示されている。一方、最右列の③自律的教
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室外多読では、（1）目標設定は参加者（学習者）に委ねられており、“P”のみが

決定権を有しているといえる。 
また、（2）読みの実施と（7）読みもの選択には、“TF/P”のいずれかが片方に

小さく示されている箇所がある。これは、それぞれ意思決定の決定権が小さいと

いうことを表している。まず、①授業内多読活動における（2）読みの実施、つ

まり多読を行うかどうかの決定については、授業運営者である支援者が決定権を

有していることが多い。しかし、多読は学習者個人が自分のペースに合わせて読

むかどうかを決定できるという自由度が高い活動である。読むかどうかを決定す

る権利は参加者（学習者）もある程度有していると考えられるため、ここには小

さい“P”が付記されている。また、（7）読みもの選択では、支援者が学習者に合

致した読み方や読みものをすすめることもあり、ある程度の決定権を有している

と考えられる。よって、ここにも小さい“TF”が付されている。 

最後に表を活動別に見てみると、精読の列から③自律的教室外多読の列に行け

ば行くほど、参加者（学習者）によって決定される項目が増加していくことがわ

かる。言い換えると、多読は精読よりも、明らかに学習者が自律的に決定するこ

とが可能な自由度の高い活動であると言うことができる。さらに、多読の 3 活動

を比較すると、③自律的教室外多読が、最も学習者の自律性を発揮できる活動で

あることが示唆される。 
 

３．日本語多読研究の特徴 
日本国内だけでなく海外で日本語多読が普及し始めたことにより、2015 年ご

ろから国内外での研究発表や論文が急激に増加した。本節では、近年までの日本

語多読における研究の特徴を 22 項目に分類する。 

 
３．１．読みものに関する研究 

まず、近年多くの研究が発表されている日本語多読用の①読みものに関する研
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究である。90 年代より日本語多読用図書の開発を求める声はあった（深田他

1991，池田 2003，福本 2004）。2000年代に入ってからも、江田他（2005: 75）が

当時の読みもの開発について「日本語教育における多読の環境整備はスタート段

階である」と指摘している。一方で、2001 年から、日本語版グレイディド・リー

ダープロジェクト・グループにより英語多読の知見を利用した日本語版グレイデ

ィド・リーダーズ（JGR: Japanese Graded Readers）の作成が開始されている

（Reynolds 他 2003）。また、2002 年からは、日本語多読研究会（現 NPO 多言語

多読）によるレベル別読みものの作成15が始まっている（粟野 2008）。 
どのような読みものを作成するべきかという調査としては、オーセンティック

な読みものよりも簡略化、精緻化された読みものの方が学習者に適しているとい

う報告（Nakano 2016a, Tabata-Sandom 2016）が見られる。その他、リライトに関

する研究については、複合動詞の扱いについて言及した今井・原田（2013）や、

読解テキストのリライト作成の指針が示されている松下（2017）の研究が報告さ

れている。また、絵本の多読への活用（渡邊 2016 など）や教材に準拠した読み

もの作成に関する研究も行われた（魚住・高橋 2017、坂野他 2019）。既存の教

材を活用した例として、日本語教科書の話題別読みものリストの作成（橋本

2020）も行われている。 

 

３．２．その他の特徴 

次に、①読みものに関する研究以外に注目されるトピックについて整理する。

まず、2015 年以前からの先行研究の成果は、7 項目（②リーディング能力、③動

機づけ、④語彙、⑤自律学習促進、⑥学習者の読み方の変化、⑦学習者による図

書選択、⑧読み物の注視）に分類される16。 
 

15 作田（2021a）では「レベル別日本語多読ライブラリー」シリーズの作者へのインタビューから、読

みもの作成の上での工夫がまとめられている。 
16高橋（2018b）では、Day & Bamford（1998）の分類項目を参考に先行研究の成果がまとめられている。

しかし、本稿では研究の広がりを受け、新たな特徴を加えるとともに、トピックの整理を試みた。 
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また、2015 年以降の論文の特徴として、次の 4 点が挙げられる。 
1)日本国内のみならず、日本国外での多読実践を扱った研究が活発化している。

特に、アメリカにおける多読実践を扱った研究が盛んに行われている（例えば中

2020、纐纈 2021 など）。その他にもメキシコ（岡安 2018 など）や、セルビア

（高橋 2018a など）における実践についても報告がされている。 

2)これまで多く報告されてきたリーディング能力、語彙など言語面の成果に注目

した研究に加え、言語面以外のトピックに関する多様化が顕著である。その中で

2015 年以降、盛んに取り上げられているトピックとして、以下の 3 つが挙げら

れる。まず、多読実践を書く・話す活動につなげる⑨産出活動に関するものであ

る。例えば、ブックトーク（大越他 2020、萩原 2021）、ビブリオバトル（小島

2016、城野 2018）、学習者による読みもの作成（岡安 2018、高橋 2018）など、

数多くの実践が報告されている。このように、多読が読みを超えた活動に発展し

ているのは、多くの機関に普及してきた証とも言えるだろう。 
次に、多読活動による⑩コミュニティ形成に着目したものも多く見られるよう

になってきた（Nakano 2016b、佐々木 2017、高橋 2017）。多読は個別活動であ

るものの、クラスメートなど同時に同じ活動をする仲間やコミュニティの重要性

が示唆されている。 
3 つ目に、多読活動における⑪テクノロジーの活用である。例として、LMS を

用いた多読（原田 2015）、授業外多読活動における SNS の活用（高橋 2017）、

Facebook 上のコメント交換を取り入れた多読（Nakano 2016b)、多読授業でのロ

ボット型ビデオカンファレンスの報告（吉村 2019、Yoshimura 2021）などがある。

2020 年以降、新型コロナウイルス感染症の影響でオンライン授業を実施してい

る機関も多く、今後はオンライン会議システムを介した多読活動に関する報告増

加も予想される。 

3)大量の読みものを必要とする多読活動が、図書館との連携により活性化される

ことは明らかである。故に、近年になり⑫図書館多読に関する報告が増加してい
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る（例えば、熊谷 2014、纐纈 2017、佐々木 2019 など）。特に高等教育機関での

多読は、図書館司書と日本語教員が協力して行われている例が見られる。纐纈

（2017）では、多読が学内他部署間の協調に貢献すると示唆されている。 
さらに、⑬日本語教員と図書館司書の共同研究も見られる（吉村・ドマイヤー

2018、Hanabusa & Juhn 2018）。これらは異分野の専門家の協働を促進するユ

ニークなものとして、特筆に値する。 
4)以下のトピックに関する論文はまだ少ないものの、今後の多読研究の方向性を

示すものとして注目できる。 
まず、⑭速読と多読（例えば、Tabata-Sandom 2017; 2018）は両者による読みの

流暢さの結果や学習者の反応を比較している。関連して、多読における⑮読みの

速度に関する研究も始まっている（朝倉 2021, 佐々木 2021）。 
評価に関連するものとして、⑯多読のアセスメント（渡部他 2017）があり、

読みの流暢さ測定ツールの開発について言及されている。また、学習者主体活動

である多読と⑰自己評価について考察した研究も見られる（池田 2020、纐纈

2021 など）。 
また、多読活動はこれまで学習者に焦点を当てた研究が主であったが、⑱支援

者の役割を取り上げたものが発表されはじめた（例えば、纐纈 2016、高橋

2019a）。さらに、多読が言語面ではなく内容面に与える効果に着目した研究と

して、⑲内容重視教育（高橋 2018、纐纈 2019）を取り上げた報告も見られるよ

うになった。加えて、多読が⑳心身の安定に与える影響（Cooke 2020）も見逃せ

ない。日本語多読を超えた活動についても、㉑多言語多読（Nishigai & Kobayashi 

2019）や、㉒多聴多観（纐纈・小林 2020、作田 2021b）のトピックに関するも

のも増えてきている。 
 

４．おわりに 
本稿では近年の先行研究を整理し、分類化を試みた。上述したとおり、2015
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年以降、日本国内だけでなく、アメリカを中心に国外での多読研究が活発化した

のが特徴だといえるだろう。また、国内外を問わず、トピックの多様化が顕著で

ある。以前はリーディング能力、語彙など言語面の成果に注目した研究が主流だ

ったが、最近ではコミュニティ形成や自己評価、情意面など他の側面から多読を

考察するものが増えている。理由の 1 つとして、多読が様々な機関や学習環境で

応用が効き、極めて柔軟性があるアプローチであることが挙げられるだろう。さ

らに、個別活動である多読によって、様々な学習者を受け入れるインクルーシブ

な活動も可能となる。 
近年急速に多読の普及が進んだ背景には、新型コロナウイルス感染症を取り巻

く時代の変化に伴い、言語教育の目標そのものが見直されていることも関係する

と考えられる。さらに、学習者の多様化が進む昨今、日本語教育が目指すのは単

なる言語能力を高めるだけでないはずである。Tohsaku（2021）は、ツールとし

ての日本語教育から人間形成の日本語教育への転換を提唱している。COVID-19

収束後の教室授業再開には自律性や自己管理、実行力などが欠かせない 

（Schleicher 2020）ことから、学習者主体の多読は、予測不可能な時代にますま

す貢献すると言えるだろう。多読は従来の一斉授業にない様々な可能性を持って

いる。今後、さらなる多角的な多読研究が進むことに期待したい。 
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